
 

 

９
月
定
例
会
で
は
、
上
記
の

補
正
予
算
（
４
億
１
８
５
１
万

６
千
円
）
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
も
の
で
は
、
民
間
保
育
園

の
新
設
が
県
の
補
助
金
を
活
用

し
て
、
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
が
、
待
機
児
童
対

策
は
ま
だ
ま
だ
不
十
分
で
、
強

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
も
、

対
策
強
化
が
必
要
で
す
。
例
え

ば
、
高
齢
者
を
受
け
入
れ
る
ケ

ア
ホ
ー
ム
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
は
増
え
て
き

て
い
ま
す
が
、
障
が
い
者
を
受

け
入
れ
る
体
制
の
あ
る
施
設
は

広
島
市
に
は
ま
だ
多
く
は
な
く
、

障
が
い
者
や
そ
の
ご
両
親
の
高

齢
化
と
い
う
課
題
も
目
前
に
迫
っ

て
い
ま
す
。

９
月
議
会
で
は
、
市
民
連
合

の
議
員
が
会
派
を
代
表
し
て
、

障
が
い
者
の
福
祉
施
策
に
つ
い

て
外
出
時
の
移
動
支
援
の
拡
充

や
ケ
ア
ホ
ー
ム
事
業
者
の
運
営

を
支
援
す
る
施
策
な
ど
を
取
り

上
げ
ま
し
た
。
下
記
は
そ
の
一

部
を
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。

（
質
問
）
現
在
、
重
度
障
が

い
者
向
け
に
実
施
さ
れ
て
い
る

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
は
居
宅

（
自
宅
）
か
ら
出
発
し
、
居
宅

に
帰
着
す
る
場
合
に
利
用
で
き

る
が
、
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た

場
合
な
ど
必
ず
し
も
自
宅
を
起

点
・
終
点
と
し
な
い
場
合
も
利

用
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

（
答
弁
）
現
在
、
国
に
お
い
て
検

討
が
行
わ
れ
て
い
る
。
国
の
対
応

状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
対
応

を
考
え
た
い
。

（
質
問
）
ケ
ア
ホ
ー
ム
の
事
業

者
に
対
す
る
運
営
費
補
助
に
つ

い
て
、
広
島
市
は
独
自
の
施
策

を
講
ず
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

（
答
弁
）
現
在
、
市
が
保
有
す

る
未
利
用
地
・
建
物
の
貸
与
や
、

国
の
制
度
を
活
用
し
た
助
成
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
適

切
な
報
酬
単
価
の
設
定
な
ど
、

国
に
求
め
て
い
き
た
い
。
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2011年度9月議会 補正予算4億1851万6千円の概要

地域支え合い体制

づくり事業
4234万円

大規模災害に備え、り災証明発行や義捐金受け取りを円滑に

するシステム構築、地域社協の活動拠点の整備補助。

佐伯区地域福祉

センター管理
91万8千円

施設管理の指定管理にともなう債務負担行為設定（将来の財

政負担となる債務負担をする場合予算として定めること）

介護保険事業 7685万2千円 地域支援事業支援交付金返還金（2010年度清算分）

国民健康保険事業 8030万4千円 国民健康保険料過誤納還付金の増による追加額

民間保育園整備補助 1億7964万円
待機児童の解消を目的とし、下記の2園を新設。

二葉保育園（仮称）定員60、清風保育園（仮称）定員40人

鳥獣被害防除施設

設置事業
1096万2千円

金網柵等の防除施設の設置経費補助。

白木、飯室、鈴張など市内6カ所で実施予定。

旧広島市民球場跡地の

活用
84万9千円

跡地の活用方法について、22名で構成される検討委員会を設

置し、意見を聴く。

路面電車の軌道敷

緑化
1650万円

広電「原爆ドーム前停留所」周辺40メートルの軌道に芝生を

敷設して緑化。魅力的な都市景観づくりが目的。

広島空港アクセス

対策事業
1051万1千円

広島空港へのアクセス向上のため、リムジンバス運行の社会

実験。広島空港～宇品、広島空港～平和大通りの2区間。

市
民
連
合
の
一
般
質
問



広
島
市
議
会
で
は
議
会

運
営
の
都
合
上
、
毎
議
会

で
は
全
議
員
が
一
般
質
問

を
行
え
ま
せ
ん
が
（
会
派

の
代
表
者
が
質
問
を
行
い

ま
す
）
、
委
員
会
で
は
全

議
員
に
質
問
す
る
権
利
が

あ
り
ま
す
。

山
内
議
員
は
決
算
特
別

委
員
会
の
第
一
分
科
会
で

有
害
鳥
獣
対
策
と
雇
用
施

策
の
２
点
に
つ
い
て
質
し

ま
し
た
。

有
害
鳥
獣
対
策
の

強
化
を
！

（
山
内
）
有
害
鳥
獣
に
よ
る
被

害
が
増
え
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

も
本
市
は
、
防
護
柵
の
設
置
補

助
な
ど
の
対
策
を
講
じ
て
き
た

が
、
被
害
は
一
向
に
減
ら
な
い
。

「
防
護
柵
・
網
で
の
対
策
は
も

は
や
限
界
だ
」
と
い
う
声
も
地

域
に
あ
る
。

２
０
１
１
年
度
、
広
島
市
は

ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
た
か
。

（
経
済
局
）
今
後
、
被
害
を
減

ら
し
て
い
く
た
め
に
は
駆
除
を

強
化
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と

考
え
ま
す
。
２
０
１
１
年
度
か

ら
は
新
た
に
、
農
業
者
に
よ
る

箱
わ
な
捕
獲
を
許
可
す
る
と
と

も
に
、
こ
の
箱
わ
な
設
置
補
助

の
創
設
や
捕
獲
報
奨
金
の
増
額

な
ど
の
拡
充
を
図
り
ま
し
た
。

（
山
内
）
今
年
度
か
ら
新
た
に

箱
わ
な
設
置
補
助
を
行
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
こ
の
箱

わ
な
へ
の
期
待
は
非
常
に
高
く

申
し
込
み
が
相
次
い
で
い
る
状

況
だ
。
補
助
枠
の
拡
大
を
願
い

た
い
。

一
方
で
、
箱
わ
な
は
重
さ
が

１
０
０
kg
を
超
え
る
場
合
も
あ

り
、
設
置
に
は
危
険
が
と
も
な

う
。
ま
た
、
子
ど
も
が
箱
わ
な

の
周
辺
や
中
で
遊
ぶ
危
険
性
も

考
え
ら
れ
る
。
対
策
は
ど
の
よ

う
に
講
じ
て
い
る
の
か
。

（
経
済
局
）
農
業
者
が
所
属
す

る
自
治
会
と
連
名
で
申
請
す
る

こ
と
を
条
件
と
し
、
地
域
へ
の

周
知
を
行
う
と
と
も
に
、
注
意

喚
起
を
促
す
表
示
を
行
う
こ
と

や
見
回
り
を
行
う
こ
と
を
条
件

と
し
て
い
る
。
ま
た
、
講
習
会

に
よ
り
安
全
な
設
置
方
法
の
普

及
に
努
め
て
い
る
。

求
職
者
の
実
態
に

即
し
た
支
援
策
を
！

（
山
内
）
長
引
く
景
気
低
迷
を

受
け
て
、
店
を
た
た
ま
ざ
る
を

え
な
い
自
営
業
者
が
年
々
増
え

て
き
て
い
る
。
こ
う
い
う
方
々

は
年
齢
が
高
く
な
ら
れ
て
い
る

方
も
多
く
、
そ
の
場
合
は
就
業

先
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い

た
め
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
ま
で
、
生
活
の
た
め
の
職
を

求
め
て
駆
け
込
ん
で
き
て
い
る

状
況
が
あ
る
と
聞
く
。

政
府
の
事
業
仕
分
け
で
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
へ
の

国
庫
補
助
金
が
削
減
さ
れ
た
が
、

本
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

へ
の
影
響
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

（
市
民
局
）
国
庫
補
助
金
は
２

０
０
９
年
度
が
２
２
７
０
万
円
、

２
０
１
０
年
度
が
２
０
１
０
万

円
と
な
り
、
２
６
０
万
円
の
減

額
と
な
っ
た
が
、
派
遣
職
員
に

替
え
て
OB
職
員
を
配
置
し
た
こ

と
に
よ
り
人
件
費
を
削
減
で
き

た
た
め
、
国
庫
補
助
金
縮
減
の

影
響
は
で
て
い
な
い
。

（
山
内
）
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
事
業
は
退
職
後
の
生
き
が

い
づ
く
り
の
場
と
し
て
も
、
ニ
ー

ズ
が
あ
る
。
安
定
し
た
事
業
運

営
が
継
続
さ
れ
る
よ
う
引
き
続

き
、
本
市
と
し
て
も
尽
力
を
お

願
い
し
た
い
。
一
方
で
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
得
ら
れ

る
配
分
金
は
一
人
当
た
り
平
均

月
額
４
万
円
に
満
た
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
で
も
「
登

録
さ
せ
て
ほ
し
い
」
と
駆
け
こ

ん
で
こ
ら
れ
る
方
が
い
る
。
そ

の
多
く
は
、
自
営
業
を
廃
業
せ

ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
方
や
、

退
職
を
さ
せ
ら
れ
た
が
年
金
は

当
分
の
間
支
給
さ
れ
な
い
、
な

ど
、
目
の
前
の
生
活
費
に
も
困

窮
し
て
お
ら
れ
る
方
々
で
あ
る
。

本
市
で
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
事

務
・
権
限
移
譲
に
つ
い
て
政
府

に
提
案
し
た
（
10
月
7
日
の
新

聞
報
道
）
と
の
こ
と
だ
が
、
ど

の
よ
う
な
提
案
を
行
っ
た
の
か
。

（
市
民
局
）
就
労
支
援
を
本
市
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山
内
議
員
は
決
算
特
別
委
員
会
（
10
月
４
日
〜
27
日
）

で

有
害
鳥
獣
対
策
と

雇
用
対
策
に
つ
い
て
発
言

第一分科会で質問する山内議員

山
内
議
員
の
一
般
質
問



で
行
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
生

活
・
福
祉
な
ど
の
総
合
的
な
支

援
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
提
供
で

き
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
求
職

者
本
位
の
体
制
が
実
現
で
き
る

た
め
、
将
来
的
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
の
事
務
・
権
限
を
本
市
に
移

譲
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
し

か
し
、
人
員
の
移
管
や
財
源
移

譲
な
ど
解
決
す
べ
き
課
題
も
あ

る
た
め
、
最
初
の
ス
テ
ッ
プ
案

と
し
て
、
当
面
の
措
置
と
し
て
、

①
区
役
所
に
当
該
区
民
を
対
象

と
し
た
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
サ
テ

ラ
イ
ト
窓
口
を
設
置
し
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
の
職
員
が
常
駐
す
る
、

②
本
市
職
員
を
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

へ
派
遣
し
、
雇
用
保
険
業
務
や

各
種
助
成
金
の
支
給
等
、
事
業

主
向
け
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
も

経
験
を
積
む
、
な
ど
の
体
制
を

と
り
、
権
限
移
譲
に
備
え
る
。

（
山
内
）
ど
の
く
ら
い
の
期
間

で
の
移
譲
を
見
込
ん
で
い
る
の

か
。
迅
速
に
進
め
る
べ
き
と
考

え
る
が
、
ど
の
よ
う
な
手
順
で

進
め
る
の
か
。

（
市
民
局
）
国
の
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
に
よ
る
と
、
一
体
的
な

実
施
を
３
年
程
度
行
い
、
権
限

移
譲
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
が
、
こ
れ
に
と
ら
わ
れ

ず
、
で
き
る
だ
け
早
急
に
実
現

で
き
る
よ
う
国
・
県
と
協
議
し

て
い
く
。

（
山
内
）
引
き
続
き
、
で
き
る

だ
け
早
期
の
実
現
を
目
指
し
て

ほ
し
い
。

市
民
に
寄
り
添
っ
た

就
労
・
生
活
支
援
を

山
内
議
員
は
先
述
の
と
お
り
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
事
務
・
権
限

を
市
に
移
譲
す
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
決
算
特
別
委
員
会
の

質
問
に
取
り
上
げ
ま
し
た
。
な

ぜ
な
ら
、
雇
用
に
関
す
る
施
策

は
国
（
厚
生
労
働
省
）
よ
り
も
、

地
方
自
治
体
が
担
う
べ
き
だ
と

考
え
る
か
ら
で
す
。
例
え
ば
、

現
在
広
島
市
で
も
生
活
保
護
受

給
者
が
増
加
し
て
る
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
背
景

に
は
「
中
・
高
年
齢
に
な
る
と

就
業
先
の
確
保
が
困
難
に
な
っ

て
く
る
」
と
い
う
問
題
が
あ
り
、

「
働
き
た
く
て
も
働
く
場
所
が

な
く
、
生
活
保
護
に
頼
ら
ざ
る

を
え
な
い
」
と
い
う
方
が
増
え

て
い
る
問
題
が
あ
り
ま
す
。

就
労
を
支
援
す
る
に
は
、
た

だ
単
に
「
職
業
訓
練
を
提
供
す

る
」
だ
け
で
な
く
、
身
に
付
け

た
ス
キ
ル
（
技
能
）
を
発
揮
で

き
る
よ
う
「
就
労
機
会
を
開
拓

す
る
」
こ
と
も
必
要
に
な
り
ま

す
し
、
求
職
者
と
就
労
先
の
マ
ッ

チ
ン
グ
を
図
る
こ
と
も
必
要
に

な
り
ま
す
。

ま
た
、
就
労
で
き
な
い
期
間

が
長
引
く
と
多
重
債
務
や
住
居

を
失
う
な
ど
、
２
次
・
３
次
の

ト
ラ
ブ
ル
を
も
抱
え
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

上
の
チ
ャ
ー
ト
図
は
、
千
葉

県
野
田
市
が
取
り
組
ん
で
い
る

も
の
で
、
市
民
の
「
生
活
」
や

「
就
労
」
に
関
す
る
問
題
解
決

の
支
援
を
、
専
門
家
で
あ
る
相

談
員(

パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー)

が
、
制
度
や
仕
組
み
の
「
縦
割

り
」
を
超
え
、
必
要
な
支
援
を

マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
継
続
的
に
行

う
取
り
組
み
で
す
。

「
寄
添
い
型
・
伴
走
型
の
支

援
」
と
し
て
包
括
的
な
支
援
、

す
な
わ
ち
「
人
に
よ
る
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
・
サ
ー
ビ
ス
」
を
行
い

な
が
ら
、
最
終
的
に
就
労
し
て

安
定
的
な
自
立
生
活
を
営
め
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

広
島
市
に
お
い
て
も
、
同
様

の
取
り
組
み
の
早
期
実
現
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
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紙面の都合上、質問および答弁は抜粋や加工がしてあります。詳しくは広島市議会ホームページの議事録でご覧いただけます。P3

千葉県野田市の包括的な就労・生活支援（パーソネルサポート事業）



つ
し
み
信
夫
前
市
議
の
在

任
中
か
ら
、
地
域
の
方
々

と
一
緒
に
取
り
組
ん
で
き

た
「
安
佐
北
区
を
住
み
よ

く
す
る
会
」
の
予
算
要
求

活
動
は
今
年
で
30

回
目
を

迎
え
ま
し
た
。

８
月
に
各
戸
へ
ア
ン
ケ
ー

ト
は
が
き
を
配
布
し
、
今

年
も
約
２
０
０
通
の
返
信

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
要
望
に
つ
い
て
、

現
地
調
査
と
取
り
ま
と
め

に
１
か
月
あ
ま
り
を
要
し

ま
し
た
が
、
10

月
27

日
に

宮
川
区
長
に
要
望
書
を
提

出
し
ま
し
た
。

左
記
は
特
に
多
く
の
み
な
さ

ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
要
望
で

す
。
今
年
だ
け
で
な
く
、
何
年

に
も
わ
た
り
要
望
を
続
け
て
き

た
事
項
も
多
数
あ
り
ま
す
。

実
現
ま
で
に
困
難
を
要
す
る

課
題
も
多
く
あ
り
ま
す
が
、
ネ

バ
ー
ギ
ブ
ア
ッ
プ
の
精
神
で
、

住
み
よ
い
街
づ
く
り
に
取
り
組

み
ま
す
。

要
求
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
社
会
新
報
安
佐
北
版
に
記

載
し
て
、
来
年
１
月
頃
に
配
布

さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

第2号 市民連合 広島市議会報告 2011年11月

予
算
要
求
書
を
区
長
に
提
出

―

安
佐
北
区
を
住
み
よ
く
す
る
会

―

P4

毎週、下記の時間帯は必ず事務所におります。
そのほかの日時は所要のため事務所にいない場合もあります
が、いる場合は常時、受け付けております。
毎週日曜日 午後5時～7時
場所：山内まさあき事務所（安佐北区口田1-6-1）
TEL 082-843-1972 FAX 082-843-1986

内橋克人さん、大江健三郎さん、落合恵子さん、鎌田慧さん、
坂本龍一さん、澤地久枝さん、瀬戸内寂聴さん、辻井喬さん、
鶴見俊輔さんが呼びかけ人となっている、市民の会による署名
活動を取り組んでいます。
同封の署名用紙にご記入の上（ご家族・ご友人にもお声かけ
ください）、山内まさあき事務所までご返信ください。

今年も約200通の要望が届きました。

住みよい街づくりをめざして

今年も要望を提出（一部抜粋）

「安芸矢口駅のバリアフリー化を」

「矢口川水門の増強を早く！」

「下深川駅のバリアフリー化を」

「中深川交差点の改良を」

「広島三次線・中深川から上深川

間の渋滞解消を（4車線化を！）」

「上深川交差点の歩道の拡幅を」

「虹山団地西入口の交差点改良を」

「柏木橋の架け替えを」

「ショージ白木店から白木山橋方

面の路側帯拡幅を」

「可部旧街道の街並み保存を」

「井原・志屋小学校の存続を」

「高陽・可部・緑井間の循環バス

路線 の整備を」

「白木から可部・バスセンター

方面へのバス便・増設を」

「白木地区に総合医療施設を」

「戸坂～安芸矢口間に新駅設置の

検討を」

「芸備線のダイヤの増便を」

など

皆さまの声を宮川区長へ提出

毎週日曜日に市民相談会を開催

さようなら原発・1000万人署名にご協力ください

区政や市政について、理事者と区民で

意見交換を行いました。


